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岩崎鬼剣舞（いわさきおにけんばい）は、岩手県北上市岩崎に伝わ
る民俗舞踊（国指定重要無形文化財）である。2012 年２月 26 日（日）
午後、まず解説付きで岩崎鬼剣舞の演舞公演を行ったのち、三宅流（み
やけ・ながる）監督がこの舞踊と岩崎の人々の生活を撮影したきドキュ
メンタリー映画『究竟の地　岩崎鬼剣舞の一年』（2008 年）を上映し、
最後に監督と岡村でシンポジウムを行った。高度な民俗芸能の魅力に
触れるとともに、この芸能がコミュニティに支えられていることや、
世代を超えた住民どうしの絆になっていることを学んだ。

東京の映画館で『究竟の地
　岩崎鬼剣舞の一年』のロー
ドショーがはじまった直後
のイベントになったが、岩崎
鬼剣舞の実演を加え、また
商業上映版と異なるロング
バージョンを上映すること
で差異化をはかり、すでに映
画館で観た人の来場があっ
た。ただし、薩埵ホールの舞
台が上映やダンスの公演に
あまり適していないという
問題点も感じられた。
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